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次年度に向けて
タイピングの指導、どうしてる？

1

24_0305（火） LDX公開学習会

【実践発表・登壇者】

（学校からの実践報告）
・学校DX戦略アドバイザー、札幌市立稲穂小学校 元校長 菅野光明先生

（教育委員会からの実践報告）
・学校DX戦略アドバイザー、足立区教育委員会学校ICT推進担当課統括指導主事
西野厚先生

（司会進行）
・学校DX戦略アドバイザー、沖縄県教育庁県立学校教育課 教育DX推進室 主任指導主事

大城 智紀



Tomoki.OSHIRO @                            
沖縄県教育庁
教育DX推進室

All Right 

Reserved 2

小学校学習指導要領総則解説 P84

各教科等の特質に応じて「児童が
コンピュータで文字を入力するなど
の学習の基盤として必要となる情報
手段の基本的な操作を習得するため
の学習活動」を計画的に実施するこ
とが示されています。

第３節教育課程の実施と学習評価
１主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
(3) コンピュータ等や教材・教具の活用，コンピュータの基本的な操作やプログラミングの体験（第１章第３の１の(3)）

゜
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LDX学習会のゴールと進行予定

（１）今日の実践内容
①令和６年度４月に向けて、タイピングの指導の
実践イメージをつかむ
②学校の指導実践、教育委員会の実践につなげる

（２）本日の流れ
【学校の取組】
①菅野先生（札幌市立稲穂小 元校長）
実践内容（約15分程度）⇒質疑応答（約10分）

【教育委員会の取組】
②西野先生（足立区教育委員会）
実践内容（約15分程度）⇒質疑応答（約10分）

③まとめ

゜
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本日のまとめ

https://www.mext.go.jp/content/20230711-mxt_jogai01-000026776-002.pdf

文部科学省「情報活用能力育成のためのアイデア集」（2023）

児蚕生迂の惰報活用能力の把壼に
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文部科学肖

゜
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https://www.mext.go.jp/content/20230711-mxt_jogai01-000026776-002.pdf

文部科学省「情報活用能力育成のためのアイデア集」５P（2023）

キーポードによるじ分間あたりの平均文字入力数は、小学校5年

では15.8文字、中学佼2年生では23.0文字、高校 2年生では2a4文

字でした．一方で、 1分間の文字入力数が5文字以下の小学校5年生は

170%、申字牧2午土は3.B%、高牧2年土は 1 - 1 ％でした•

一 — ー- ,.―`ふ.=:.,^し・→ 一呵・ピュ＿夕に文字を入力する万法には．フリック入力や古

悶にはキーボードによる文字入力が遍しています＇．ヽJ
r 

一
.,"と＇宝皇 naいよつに量曹々19●しょっ．

9-- —• = / U -~ --ー-――

●授業

するための

な場面でキーポードに
を行う機会を設ける

アイテア

：授礫中のメモやレボートの記入文とめや辰り返りの

でデジタルワークシート等に記入する時問を設けま

しょう•その際、入力時間を決めて蓑示することで、入力

度を恵識することがでさ文丈

■1人1台端末の持ち帰り時

：日記ボレポート、自己吟習の翫り返りなどを文●

ソフト等でよ入する懐会を設打ましょう．

■朝の時閲・箔りの時

例：文宇入カソフト等を活用しで繰り選し繹習する嚢会を

設 9ましょう。日々の結柔は表計算ッフト等を用いて記

し，文宇入力数の伸びが確認で乞るようにしましょう．．

：クラウド.t:の掲示板を速絡帳として活用し、翌日の時

間l!Jー富題持ち物等を入力す這会を設け文しょう．

.)フト等を活

コンテスい釜行うなど、

゜

会を設ける

3年ヰでローマ中学しエ．キーポードによる

贔 や で 恥aljl.い投層か如aそ虐

",..『・烹M逼疇杖ヌ尋＊冨..1會配螂8111..直1』で

中斤3U0~、エーtード入T.暑文＊入力口万tとしてい璽

を行うことがポイントです．

＂3 覆彰

パリエーションのある貫の量竃

・ 心 「て旦ロー
グランドスラム

鬱冑量によるオン9イン曇魁式

グランドスラムの学nfオンラインで9喜
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タイピングスキル（ホームポジション）が定着すると姿勢
も良い

・ホームポジションなどは、適宜、先生や子供同士で確認す
る等

・タイピング入力を基礎基本として発達段階に合わせて意識
付け

ホームポジションを意識して、さらに速く入力できるようにしましょう。

IIヽ ームボジションとは、キーボード入力を効率的に行うことができるとされる指の配目のことです。ローマ字入力では母音の入力

ヵ屯いため、特にホームポジションからの「あいうえお(AJUEO)」の位目を息識し、繰り返し入力して筐実に身に付けることが大切です。

゜
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本日のまとめ

(1)タイピングの指導を支えるアプリケーションの活用
①系統立てて、楽しみながら、タイピング力が高まる
②どの学校でも、登録すれば利用可能（3OS関係なく）
③低学年からも段階的に指導できる工夫

(2)子どもたちのモチベーションを高める仕掛け
①ランキング表を校長室前に掲示
②賞状を直接、校長先生が手渡しする
③一人一人のデジタルバッジの作成⇒プレゼント
④ICTマスターシール贈呈・区全体でのタイピングチャレンジ
⑤デジタル賞状・教育長によるオンライン表彰式

(3)情報活用能力の知識・技能として位置づけ
①発達段階に応じた指導の工夫⇒学習内容の質の向上へ
②活用する場の工夫：日記、ふりかえり、プレゼン作成等
③時間確保の工夫：すきま時間の活用、持ち帰り等の活用


